
125. 第１時間目「社会の変化に対応してく―ポップカルチャーで道徳が勉強できるか」、 

第 2 時間目「社会の変化に対応―新しいツールの誕生（科学の発達）：デジカメ、スマホ、 

インターネット（情報モラル）」（武蔵野中学校道徳、令和 4 年 5 月 26 日） 

 

 

第１時間目「社会の変化に対応してく ポップカルチャーで道徳が勉強できるか」 

（50分を想定） 

おもな内容 以下はポワーポイントで進行（音楽、効果音、動画が含まれる） 

●簡単な講師の自己紹介（2～5分程度） 

●道徳を説明するとどういうものですか？（昨年と共通）(中一に質問予定) 

・よく言われること 道徳と規則の違い 

●文部科学省検定教科書「道徳」の目次より 

１ 自分を見つめ伸ばして 

  → 自分を理解する、自分のことを考える 

２ 人と支え合って 

  → 人間関係、友情、恋愛、共生、他者理解 

３ 生命を輝かせて 

  → 生命を尊重、心を豊かにする 

４ 社会に生きる一員として 

  → 社会とのかかわり、マナー、伝統の継承、情報社 

    会（ネット社会） 

●建学の精神・他者理解 まず他者の存在を認め、その次に理解するように努める。他者

をすぐに理解することはできません。容認するとは排除しないことが重要。（昨年と共

通） 

・文部科学省 他者と共によりよく生きる 

・武蔵野学院の建学の精神と文部科学省の共通項。 

・「社会の変化に対応」に着目する 

●「社会の変化に対応の事例 

・国際化からグローバリゼーションへ→ 異文化理解、教育やポップカルチャーの在り方 

 ※1時間目はこの内容で進める 

・新しいツールの誕生（科学の発達）→ デジカメ、インターネット 

 ※2 時間目はこの内容でおもに進める 

・新型コロナウィルス感染症の発生と蔓延 

 上記の 2 つに着目する。 

●常識や規範は変化するものなのか？（動画あり） 

・道路上の歩行者信号機と車の往来における海外と日本の考え方の違い 

・斜め横断 ☞ スクランブル交差点の登場 

・歩行者天国 



・鉄道、ディズニーランド、コミケなどにおける整列は日本文化（日本の教育制度）の象

徴 

●多様性について 

・SDGsの目標には含まれていないが、世界中で大きく注目されているのが「多 

様性」 

・「多様性」は他を認めることはもちろんだが、個性を認める、個性を重視す 

る。異なることをどう認めていくか。 

●ランドセルの色 

・女子が赤、男子が黒の時代は終わった 

●アニメには多様性を求めるものが多くある。その一例を紹介。(動画あり) 

●ドラマやアニメーション映画では身体障がい者を扱うものも登場し健常者に

は新しい問題提示となる。 

・井上尚子監督『聲の形』（京都アニメーション、2016） 

  ※全日本ろうあ連盟監修のもと道徳教材化され2015年に30分の実写DVD化された。

2016 年には劇場版アニメーションが制作された。 

・ドラマ（原作はマンガ）『恋です！～ヤンキー君と白杖ガール』（2021 放映） 

※横浜市立盲特別支援学校監修 

 

ねらい 

               中学校用の道徳の教科書をヒントに動画など 

を含めアニメやドラマなどで使用されたものを    

はじめ、実はディズーランドなような一コマこ

からでも道徳的な内容を読み取れることを狙い

とした。 

               次ページ掲載の道徳の教科書の目次の「４ 社

会に生きる一員として」に着目し、特に（１）及び

（２）及び「〇「違い」って何だろう」に着目した。

特に身体障がい者を扱う内容については、全日本ろ

うあ連盟、横浜市立盲特別支援学校監修のもの 

で、かつ一般に公開されているものを使用した。また、できるだけ新しいもの 

を使用し、生徒がすでに見ている可能性のあるものを敢て活用することで、問 

題提起をしやすいものとした。また、後日、インターネット上のものや専門店 

でのレンタルなどで視聴がしやすいものである。 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A8%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%82%E9%80%A3%E7%9B%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/2016%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A0%E7%94%BB_%E8%81%B2%E3%81%AE%E5%BD%A2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『中学校学習指導要領 特別の教科 道徳編』（平成 29 年告示） 
（2）物事を広い視野から多面的・多角的に考える 

グローバル化が進展する中で，様々な文化や価値観を背景とする人々と相互に尊重し合

いながら生きることや，科学技術の発達や社会・経済の変化の中で，人間の幸福と社会

の発展の調和的な実現を図ることが一層重要な課題となる。こうした課題に対応してい

くためには，人としての生き方や社会の在り方について，多様な価値観の存在を前提に

して，他者と対話し協働しながら，物事を広い視野から多面的・多角的に考察すること

が求められる。（16 頁） 

 １ 上記を踏まえつつ、学校法人の建学の精神と文科省の道徳の考え方の根底にある

「他者との共生」「「社会の変化に対応」と道徳等を身近なところから考察を深めること

ができる。 

 ２ 生徒の関心を高めるため、マンガ・アニメ・ドラマを取り上げながら身近なものか 

らテーマを設定することで、「道徳」を教わるのではなく、道徳を考える、あるいは多 

様性を考える一助として社会の変化や多様な価値観の存在を理解することがきる。 

 ３ 生徒同士の発言から、発展的な学びへ展開すること期待しながら、生徒が講師との  

 コミュニケーションにより授業を展開させ、双方向の授業をすることができる。 

 

 

 

 



第２時間目「社会の変化に対応新しいツールの誕生（科学の発達）デジカメ、スマホ、イ

ンターネット（情報モラル）」（50 分を想定：後半 15～20 分程度はワークシートの予定） 

おもな内容 以下はポワーポイントで進行（音楽、効果音、動画が含まれる） 

 

●デジタル機器の変遷 

●インターネットの利便性 

・携帯電話（スマホ）の長所と短所 

●インターネット（SNS）の認知度 

・日本では阪神・淡路大地震や東日本大震災での安否確認において利便性がクローズアッ

プされたことを紹介。（昨年と共通） 

●デジタル社会での表現の問題 

・３本の短い動画を見せる 

・特に犯罪に巻き込まれる場合ものが 1 本。警察関係の外郭団体が作成したもの。実例か

ら作成されたもの。 

●知らない間に誤解が生じる 

・対処方法について 

●「いたずら」☞「犯罪」へ 

●匿名性と自己満足（昨年と同様） 

●インターネットによるコミュニケーションによる不安感（FOMO 等）（昨年と同様） 

●インターネット上の世界 

・細田守監督『サマーウォーズ』／『竜とそばかすの姫』 

●実態のない友達（短所） 

●インターネットは個人でアピールできる（長所） 

●後半に少し時間を取り、１・２時間目のまとめとして生徒にワークシートを記載しても 

らう予定。 

★ワークシートへの記載（生徒の活動） 

・実生活で見慣れないものが多いため、多様性を理解するには難しいと思われる。生徒が

どの程度、日常生活でいろいろなものを目にする機会があるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ねらい 

〇道徳の教科書の「〇情報社会の光と影」の部分について、昨年はバイトテロのような不

適切な動画の投稿について取り上げたが、今回はより中学生寄りにし、動画の投稿時に

おいて背景の映り込みによりトルブルについて取り上げた。 

〇使用した動画については専門機関が啓発用に作成し、インターネット上に公開されてい

るものを使用した。 

 

『中学校学習指導要領 特別の教科 道徳編』（平成 29 年告示） 
（1）情報モラルに関する指導 

社会の情報化が進展する中で，生徒は，学年が上がるにつれて，次第に情報機器を日常

的に用いる環境の中に入っており，学校や生徒の実態に応じた対応が学校教育の中で求

められる。これらは，学校の教育活動全体で取り組むべきものであるが，道徳科におい

ても同様に，情報モラルに関する指導を充実する必要がある。 

ア 情報モラルと道徳科の内容 

情報モラルは情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度と捉えることが

できる。内容としては，情報社会の倫理，法の理解と遵守，安全への知恵，情報セキュ

リティ，公共的なネットワークがあるが，道徳科においては，第２に示す内容との関連

を踏まえて，特に，情報社会の倫理，法の理解と遵守といった内容を中心に取り扱うこ

とが考えられる。指導に際して具体的にどのような問題を扱うかについては各学校にお

いて検討していく必要があるが，例えば，思いやり，感謝や礼儀に関わる指導の際に，

インターネット上の書き込みのすれ違いなどについて触れたり，遵法精神，公徳心に関

わる指導の際に，インターネット上のルールや著作権など法やきまりに触れたりするこ

とが考えられる。また，情報機器を使用する際には，使い方によっては相手を傷つける

など，人間関係に負の影響を及ぼすこともあるため，指導上の配慮を行う必要がある。

（99 頁） 

 １ 上記を踏まえつつ、情報モラル、特に情報社会の倫理について理解を深めることが

できる。 

 ２ 生徒の関心を高めるため、ニュースなどで取り上げらえているもの、将来直面する 

ようなリスク回避を含め、公徳心について理解することができる。 

 

『中学校学習指導要領 特別の教科 道徳編』（平成 29 年告示） 

（1）自己を見つめる 

道徳性の発達の出発点は，自分自身である。中学生の頃から，様々な葛藤や経験の中

で，自分を見つめ，自分の生き方を模索するようになる。感情や衝動の赴くままに行動

し，自分の弱さに自己嫌悪を感じることもあるであろうし，逆に，理想や本来の自分の

姿を追い求め，大きく前進しようとすることもある。中学生は，そのような大きく，激

しい心の揺れを経験しながら，自己を確立していく大切な時期にある。（15～16 頁） 

 ３ インターネット上のトラブルは加害者と同時に被害者もまた自己嫌悪に陥ることが

あり、こうしたことを防止することができる。 

 ４ 自分自身をアピールするために使用した SNSが思わぬトラブルを引き起こすことが

あるが、正しく使用することで、その危険性も理解することができる。 

 

 

 


